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　冬季は電気などエネルギーの使用量が増加します。エネルギーを効
率的に使い、賢くシンプルなライフスタイルを実践し、地球温暖化を
防止しましょう。
■テレビが時計代わりになっていませんか
　日本では１人平均 77 分もテレビの「ながら見」をしているといわ
れています。テレビの稼働を 1日 1時間短縮すると、年間 41.2kWh・
約１０００円節約できます。
■主電源、プラグが入っていませんか
　テレビ・ラジオ・ステレオを使っていないとき、主電源を切る、プ
ラグを抜くといった管理で、年間１０８kwh・約２７００円節約でき
ます。また、スイッチ付きのタップを使えば便利なうえ、タップ代も
1年以内に回収できます。
■暖房温度を上げすぎていませんか
  暖房温度を２℃低く設定した場合、エアコンで年間 99kWh・約
２５００円、灯油ファンヒーターで３５８Mcal・約１８００円節約
できます。
■浴槽にふたをしていますか
　浴槽にふたをすると、ガス給湯器で年間３４５Mcal・約３３００
円節約できます。
■冷蔵庫の温度を「強」にしていませんか
　温度設定を「中」にすると、年間の消費電力が「強」に比べて約４．５
％・約９００円、「弱」にすると約 15％・約４０００円節約できます。
【出典：「暮らしの中のエネルギー 2003 年版」フォーラムエネルギーを考える事務局編】

　１月 15 日（木）、田原市役所赤羽根支所において、第３
回田原市赤羽根地域審議会（大
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会長）を開催しました。
（第２回審議会は昨年 10 月に委員施設見学会として開催済）
　今回は、新市の課題と赤羽根地域の事業計画などを議題
とし、白
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市長が、赤羽根地域における市民館建設、
土地区画整理事業、防災、海岸整備、ぐるりんバス、ケー
ブルテレビなどの方向性を示しました。また、市担当者か
ら市民館建設用地の選定状況などを報告し、委員による活
発な議論が交わされました。
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赤羽根地域の事業計画と
新市の課題を議論
田原市赤羽根地域審議会

あなたの節約が地球へのやさしさ
２月は省エネ月間
家庭でできる省エネルギー

◎市役所本庁舎　電気使用量の推移

■市役所の取り組み
　田原市役所の本庁舎では、
平成 12 年から職員による省資
源・省エネルギーの実践活動
を始め、平成 13 年４月には、
環境保全の国際認証であるＩ
ＳＯ１４００１を取得しまし
た。中でも、電気使用量の減
少が著しく、活動開始前の平
成 11 年度と比べ約 10％、金額
にすると年間約１５０万円の
節約を達成しています。
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